
2023年6月8日（木）

書面開催

　審議課題：審議結果を含む主な議論の概要

泌尿器科　細川　智加

泌尿器科　副院長　佐澤　陽

眼科　主任医長　髙橋　ありさ

眼科　主任医長　高橋　ありさ

術中に腎静脈進展を認めRAPNからRARNへ変更した左腎癌の一例

実施責任者

審議内容
【特定臨床研究】
　本件は特定臨床研究で近畿大学病院の認定臨床研究審査委員会にて審査が行われた研
究であり、臨時審査を行い令和5年6月6日付けで承認とした。

審議結果 承認

2023年度第3回　ＪＡ北海道厚生連　帯広厚生病院倫理審査委員会　会議の記録概要

倫理審査委員会　事務局

開催日時

開催場所

書面審査委員名
保前　英希「委員長」、髙村　圭、山内　英智、宮本　憲幸、吉田　晃
田村　広志、佐々木　亮、助川　麻衣子
外部委員：北村　延夫、岩田　明子

研究課題番号 2023-029

委員数 審査委員数：10名／全委員数：10名

研究課題番号 2023-028

審議案件名
未治療日本人転移性腎細胞癌患者を対象としたカボザンチニブ・ニボルマブ併用療法の
有効性と安全性に関する前向き観察研究

実施責任者

審議内容

【迅速審査】本件は、腎細胞がんと診断され当院に通院しており、カボザンチニブ、ニ
ボルマブ併用療法の治療を受ける予定の患者を対象にした前向き観察研究である。
　本研究は対象患者から同意を得たうえで、日常診療の記録から情報を収集して行なう
ものであり、研究による侵襲や介入はない為、、迅速審査として審査を行い令和5年6月8
日付けで承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2023-027

審議案件名

審議内容

【迅速審査】本件は、硝子体茎顕微鏡下離断術に対するケナコルトＡ筋注用関節内用水
懸注の適応外使用であるが、本来同症例に対し使用するマキュエイド眼注が供給停止と
なっていることが理由となり、臨時使用目的の適応外使用申請である。
　全国的な事例であり、他の医療機関でも一般的に用いられる方法である為、迅速審査
として審査を行い令和5年6月8日付けで承認とした。

審議案件名 帯状角膜変性に対するＥＤＴＡ－Ｎaの使用

実施責任者

審議内容
【迅速審査】本件は、帯状角膜変性に対するEDTA-Naの適応外使用の申請である。
　本件は、ガイドラインにも記載のある治療で、一般的に広く用いられている為、迅速
審査として審査を行い令和5年6月8日付けで承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2023-030

審議案件名 硝子体茎顕微鏡下離断術に対するケナコルトＡ筋注用関節内用水懸注45㎎/mlの使用

実施責任者

審議結果 承認



栄養科　工藤　紗瑛実施責任者

審議内容

【迅速審査】　本件は、2022年10月13日から当院産婦人科に通院している患者1例を対象
に行なう後ろ向き観察研究である。
　本研究は対象患者から同意を得たうえで、過去の試料から情報を収集して行なうもの
であり、研究による侵襲や介入はない為、迅速審査として審査を行い令和5年6月8日付け
で承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2023-031

審議案件名 妊娠高血圧症候群患者への英訳した栄養指導媒体を使用した1症例


